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【基本理念】 

私たち水資源機構は、ダムや用水路などの施設を適切に建設･管理することに

より、国民生活や産業の基盤である水を安定的に供給するとともに、洪水などの

災害から人々の生命や財産を守る事業を実施しています。こうした事業の実施を

通して、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築や地球環境保全に

資することが当機構の社会的責務であるとの認識に立ち、独自の環境マネジメン

トシステム（W-EMS（ウィームス））を運用し、継続的に事務･事業活動が環境に

及ぼす影響を把握、評価及び改善するとともに、環境関連法令等を順守し、環境

負荷の低減と良好な環境の保全･創出に努めます。 

 
【基本方針】 

○環境保全に配慮した取組の推進 

事業実施区域及びその周辺の環境の適切な保全を図るため、環境保全に配慮した設計、施工、管理

を実現するための取組を総合的に推進します。 

○環境負荷低減の取組の推進 

建設副産物の抑制やリサイクルを推進するとともに、温室効果ガス削減の取組を進めます。 

○環境保全意識の向上 

環境教育などを通じて、環境に対する意識と知識の向上を図り、職員一人ひとりが積極的に環境保

全に取り組みます。 

○社会とのコミュニケーション 

環境保全に配慮した取組や環境に関わる情報を積極的に公表します。また、地域社会の一員として

の地域での環境保全活動への参加・協力などにより、社会とのコミュニケーションを図ります。 

○環境関連法令等の順守 

環境汚染を予防し、良好な環境の保全や創出を図るため、環境関連の法令等や当機構が定めた指針

を順守します。 
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